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提案理由 

 新型コロナウイルス感染症に係る傷病手当金の支給期間が終了したことに伴い、条

文の整理を図るため提案する。 

 

 



寒川町条例第 号 

 

寒川町国民健康保険条例の一部を改正する条例 

 

寒川町国民健康保険条例（昭和34年寒川町条例第8号）の一部を次のように改正す

る。 

第8条の2及び第8条の3を削る。 

第20条第1項第1号中「適用せず、所得税法」の次に「（昭和40年法律第33号）」を

加える。 

附 則 

この条例は、令和8年11月10日から施行する。 
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寒川 町 国民 健 康保 険 条例 新 旧対 照 表  

現行  改正 案  

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 感 染 し

た被 保 険者 等 に係 る 傷病 手 当金 ）  

（削 る ）  

第 8条 の 2  給 与 等 （ 所 得 税 法 （ 昭 和 40年

法 律 第 33号 ） 第 28条 第 1項 に 規 定 す る 俸

給 、 給 料 、 賃 金 、 歳 費 及 び 賞 与 並 び に

こ れ ら の 性 質 を 有 す る 給 与 等 を い い 、

賞 与 （ 健 康 保 険 法 第 3条 第 6項 に 規 定 す

る 賞 与 を い う 。 ） を 除 く 。 以 下 同

じ 。 ） の 支 払 を 受 け て い る 被 保 険 者 が

療 養 の た め 労 務 に 服 す る こ と が で き な

い と き （ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症

（ 病 原 体 が ベ ー タ コ ロ ナ ウ イ ル ス 属 の

コ ロ ナ ウ イ ル ス （ 令 和 2年 1月 に 、 中 華

人 民 共 和 国 か ら 世 界 保 健 機 関 に 対 し

て 、 人 に 伝 染 す る 能 力 を 有 す る こ と が

新 た に 報 告 さ れ た も の に 限 る 。 ） で あ

る 感 染 症 を い う 。 ） に 感 染 し た と き 又

は 発 熱 等 の 症 状 が あ り 当 該 感 染 症 の 感

染 が 疑 わ れ る と き に 限 る 。 ） は 、 そ の

労 務 に 服 す る こ と が で き な く な っ た 日

か ら 起 算 し て 3日 を 経 過 し た 日 か ら 労 務

に 服 す る こ と が で き な い 期 間 の う ち 労

務 に つ く こ と を 予 定 し て い た 日 に つ い

て 、 当 該 被 保 険 者 の 属 す る 世 帯 の 世 帯

主に 対 し傷 病 手当 金 を支 給 する 。  

（削 る ）  

2  傷 病 手 当 金 の 額 は 、 1日 に つ き 傷 病 手

当 金 の 支 給 を 始 め る 日 の 属 す る 月 の 前

月 を 含 む 直 近 の 継 続 し た 3月 間 の 給 与 等

の 収 入 の 額 の 合 計 額 を 就 労 日 数 で 除 し

た 額 （ そ の 額 に 5円 未 満 の 端 数 が あ る と

き は こ れ を 切 り 捨 て 、 5円 以 上 10円 未 満

の 端 数 が あ る と き は こ れ を 10円 に 切 り

あ げ る も の と す る 。 ） の 3分 の 2に 相 当

す る 額 （ そ の 額 に 50銭 未 満 の 端 数 が あ

る と き は こ れ を 切 り 捨 て 、 50銭 以 上 1円

未 満 の 端 数 が あ る と き は こ れ を 1円 に 切

り 上 げ る も の と す る 。 ） と す る 。 た だ

し 、 健 康 保 険 法 第 40条 第 1項 に 規 定 す る

標 準 報 酬 月 額 等 級 の う ち の 最 高 等 級 の

（削 る ）  
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標 準 報 酬 月 額 の 30分 の 1に 相 当 す る 額

（ そ の 額 に 5円 未 満 の 端 数 が あ る と き は

こ れ を 切 り 捨 て 、 5円 以 上 10円 未 満 の 端

数 が あ る と き は こ れ を 10円 に 切 り 上 げ

る も の と す る 。 ） の 3分 の 2に 相 当 す る

額 （ そ の 額 に 50銭 未 満 の 端 数 が あ る と

き は こ れ を 切 り 捨 て 、 50銭 以 上 1円 未 満

の 端 数 が あ る と き は こ れ を 1円 に 切 り 上

げ る も の と す る 。 ） を 超 え る と き は 、

その 額 とす る 。  

3  傷 病 手 当 金 の 支 給 期 間 は 、 そ の 支 給 を

始 め た 日 か ら 起 算 し て 1年 6月 を 超 え な

いも の とす る 。  

（削 る ）  

（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス 感 染 症 に 感 染 し

た 被 保 険 者 等 に 係 る 傷 病 手 当 金 と 給 与

等の 調 整）  

（削 る ）  

第 8条 の 3  前 条 第 1項 の 期 間 に お い て 、 給

与 等 の 全 部 又 は 一 部 の 支 払 を 受 け る こ

と が で き る 者 に 対 し て は 、 こ れ を 受 け

る こ と が で き る 期 間 は 傷 病 手 当 を 支 給

し な い 。 た だ し 、 そ の 一 部 の 支 払 を 受

け る こ と が で き る 給 与 等 の 額 が 、 同 条

第 2項 の 規 定 に よ り 算 定 さ れ る 額 よ り 少

ない と きは 、 その 差 額を 支 給す る 。  

（削 る ）  

2  前 条 第 1項 及 び 前 項 た だ し 書 の 規 定 に

か か わ ら ず 、 傷 病 手 当 金 の 支 給 は 、 同

一 の 事 由 に つ き 健 康 保 険 法 、 船 員 保 険

法 、 国 家 公 務 員 共 済 組 合 法 、 地 方 公 務

員 等 共 済 組 合 法 又 は 高 齢 者 医 療 確 保 法

の 規 定 に よ っ て 、 こ れ に 相 当 す る 給 付

を 受 け る こ と が で き る 場 合 に は 行 わ な

い。  

（削 る ）  

3  前 条 第 1項 の 期 間 に お い て 、 同 一 の 事

由 に つ き 労 働 基 準 法 （ 昭 和 22年 法 律 第

49号 ） 第 76条 の 規 定 に よ る 休 業 補 償 若

し く は 労 働 者 災 害 補 償 保 険 法 （ 昭 和 22

年 法 律 第 50号 ） の 規 定 に よ る 休 業 補 償

給 付 及 び 休 業 給 付 を 受 け る こ と が で き

る 者 又 は こ れ ら の 法 令 以 外 の 法 令 に よ

り 国 若 し く は 地 方 公 共 団 体 の 負 担 に お

い て 給 与 等 の 補 償 に 関 す る 給 付 を 受 け

る こ と が で き る 者 に 対 し て は 、 こ れ を

（削 る ）  
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受 け る こ と が で き る 期 間 は 傷 病 手 当 金

を 支 給 し な い 。 た だ し 、 そ の 受 け る こ

と が で き る 額 が 前 条 第 2項 の 規 定 に よ り

算 定 さ れ る 額 よ り 少 な い と き は 、 そ の

差額 を 支給 す る。  

（低 所 得者 の 保険 料 の減 額 ）  （低 所 得者 の 保険 料 の減 額 ）  

第 20条  次 の 各 号 に 該 当 す る 納 付 義 務 者

に 対 し て 課 す る 保 険 料 の 賦 課 額 の う ち

基 礎 賦 課 額 は 、 第 13条 の 基 礎 賦 課 額 か

ら 、 そ れ ぞ れ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 を

減 額 し て 得 た 額 （ 当 該 減 額 し て 得 た 額

が 670,000 円 を 超 え る 場 合 に は 、

670,000円 ） と す る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 減 額 し て 得 た 額 に 10円 未 満 の 端 数

が あ る と き は 、 そ の 端 数 金 額 を 切 り 捨

てる も のと す る。  

第 20条  次 の 各 号 に 該 当 す る 納 付 義 務 者

に 対 し て 課 す る 保 険 料 の 賦 課 額 の う ち

基 礎 賦 課 額 は 、 第 13条 の 基 礎 賦 課 額 か

ら 、 そ れ ぞ れ 、 当 該 各 号 に 定 め る 額 を

減 額 し て 得 た 額 （ 当 該 減 額 し て 得 た 額

が 670,000 円 を 超 え る 場 合 に は 、

670,000円 ） と す る 。 こ の 場 合 に お い

て 、 減 額 し て 得 た 額 に 10円 未 満 の 端 数

が あ る と き は 、 そ の 端 数 金 額 を 切 り 捨

てる も のと す る。  

(1)  世 帯 主 、 当 該 年 度 の 保 険 料 賦 課 期

日 （ 賦 課 期 日 後 に 保 険 料 の 納 付 義 務

が 発 生 し た 場 合 に は そ の 発 生 し た 日

と す る 。 ） 現 在 に お い て そ の 世 帯 に

属 す る 被 保 険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所

属 者 に つ き 算 定 し た 地 方 税 法 第 314条

の 2第 1項 に 規 定 す る 総 所 得 金 額 （ 青

色 専 従 者 給 与 額 又 は 事 業 専 従 者 控 除

額 に つ い て は 、 同 法 第 313条 第 3項 、

第 4項 又 は 第 5項 の 規 定 を 適 用 せ ず 、

所 得 税 法 ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ ＿ 第

57条 第 1項 、 第 3項 又 は 第 4項 の 規 定 の

例 に よ ら な い も の と し 、 山 林 所 得 金

額 並 び に 他 の 所 得 と 区 分 し て 計 算 さ

れ る 所 得 の 金 額 （ 地 方 税 法 附 則 第 33

条 の 2第 5項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に

係 る 配 当 所 得 等 の 金 額 （ 同 法 附 則 第

35条 の 2の 6第 8項 又 は 第 11項 の 規 定 の

適 用 が あ る 場 合 に は 、 そ の 適 用 後 の

金 額 ） 、 同 法 附 則 第 33条 の 3第 5項 に

規 定 す る 土 地 等 に 係 る 事 業 所 得 等 の

金 額 、 同 法 附 則 第 34条 第 4項 に 規 定 す

る 長 期 譲 渡 所 得 の 金 額 、 同 法 附 則 第

35条 第 5項 に 規 定 す る 短 期 譲 渡 所 得 の

金 額 、 同 法 附 則 第 35条 の 2第 5項 に 規

定 す る 一 般 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等

(1)  世 帯 主 、 当 該 年 度 の 保 険 料 賦 課 期

日 （ 賦 課 期 日 後 に 保 険 料 の 納 付 義 務

が 発 生 し た 場 合 に は そ の 発 生 し た 日

と す る 。 ） 現 在 に お い て そ の 世 帯 に

属 す る 被 保 険 者 及 び 特 定 同 一 世 帯 所

属 者 に つ き 算 定 し た 地 方 税 法 第 314条

の 2第 1項 に 規 定 す る 総 所 得 金 額 （ 青

色 専 従 者 給 与 額 又 は 事 業 専 従 者 控 除

額 に つ い て は 、 同 法 第 313条 第 3項 、

第 4項 又 は 第 5項 の 規 定 を 適 用 せ ず 、

所 得 税 法 （ 昭 和 40年 法 律 第 33号 ） 第

57条 第 1項 、 第 3項 又 は 第 4項 の 規 定 の

例 に よ ら な い も の と し 、 山 林 所 得 金

額 並 び に 他 の 所 得 と 区 分 し て 計 算 さ

れ る 所 得 の 金 額 （ 地 方 税 法 附 則 第 33

条 の 2第 5項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に

係 る 配 当 所 得 等 の 金 額 （ 同 法 附 則 第

35条 の 2の 6第 8項 又 は 第 11項 の 規 定 の

適 用 が あ る 場 合 に は 、 そ の 適 用 後 の

金 額 ） 、 同 法 附 則 第 33条 の 3第 5項 に

規 定 す る 土 地 等 に 係 る 事 業 所 得 等 の

金 額 、 同 法 附 則 第 34条 第 4項 に 規 定 す

る 長 期 譲 渡 所 得 の 金 額 、 同 法 附 則 第

35条 第 5項 に 規 定 す る 短 期 譲 渡 所 得 の

金 額 、 同 法 附 則 第 35条 の 2第 5項 に 規

定 す る 一 般 株 式 等 に 係 る 譲 渡 所 得 等
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の 金 額 （ 同 法 附 則 第 3 5条 の 3第 15項 の

規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に は 、 そ の 適

用 後 の 金 額 ） 、 同 法 附 則 第 35条 の 2の

2第 5項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る

譲 渡 所 得 等 の 金 額 （ 同 法 附 則 第 35条

の 2の 6第 11項 又 は 第 35条 の 3第 13項 若

し く は 第 15項 の 規 定 の 適 用 が あ る 場

合 に は 、 そ の 適 用 後 の 金 額 ） 、 同 法

附 則 第 35条 の 4第 4項 に 規 定 す る 先 物

取 引 に 係 る 雑 所 得 等 の 金 額 （ 同 法 附

則 第 35条 の 4の 2第 7項 の 規 定 の 適 用 が

あ る 場 合 に は 、 そ の 適 用 後 の 金

額 ） 、 外 国 居 住 者 等 の 所 得 に 対 す る

相 互 主 義 に よ る 所 得 税 等 の 非 課 税 等

に 関 す る 法 律 第 8条 第 2項 に 規 定 す る

特 例 適 用 利 子 等 の 額 、 同 法 第 8条 第 4

項 に 規 定 す る 特 例 適 用 配 当 等 の 額 、

租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 第 3条 の 2の 2第

10項 に 規 定 す る 条 約 適 用 利 子 等 の 額

及 び 同 条 第 12項 に 規 定 す る 条 約 適 用

配 当 等 の 額 を い う 。 以 下 こ の 項 に お

い て 同 じ 。 ） の 算 定 に つ い て も 同 様

と す る 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 山 林 所 得

金 額 並 び に 他 の 所 得 と 区 分 し て 計 算

さ れ る 所 得 の 金 額 の 合 計 額 が 、 地 方

税 法 第 314条 の 2第 2項 第 1号 に 定 め る

金 額 （ 世 帯 主 並 び に 当 該 世 帯 主 の 世

帯 に 属 す る 被 保 険 者 及 び 特 定 同 一 世

帯 所 属 者 （ 次 号 及 び 第 3号 並 び に 第 5

項 に お い て 「 世 帯 主 等 」 と い う 。 ）

の う ち 給 与 所 得 を 有 す る 者 （ 前 年 中

に 同 条 第 1項 に 規 定 す る 総 所 得 金 額 に

係 る 所 得 税 法 第 28条 第 1項 に 規 定 す る

給 与 所 得 に つ い て 同 条 第 3項 に 規 定 す

る 給 与 所 得 控 除 額 の 控 除 を 受 け た 者

（ 同 条 第 1項 に 規 定 す る 給 与 等 の 収 入

金 額 が 55万 円 を 超 え る 者 に 限 る 。 ）

を い う 。 以 下 こ の 号 に お い て 同

じ 。 ） の 数 及 び 公 的 年 金 等 に 係 る 所

得 を 有 す る 者 （ 前 年 中 に 地 方 税 法 第

314条 の 2第 1項 に 規 定 す る 総 所 得 金 額

に 係 る 所 得 税 法 第 35条 第 3項 に 規 定 す

の 金 額 （ 同 法 附 則 第 3 5条 の 3第 15項 の

規 定 の 適 用 が あ る 場 合 に は 、 そ の 適

用 後 の 金 額 ） 、 同 法 附 則 第 35条 の 2の

2第 5項 に 規 定 す る 上 場 株 式 等 に 係 る

譲 渡 所 得 等 の 金 額 （ 同 法 附 則 第 35条

の 2の 6第 11項 又 は 第 35条 の 3第 13項 若

し く は 第 15項 の 規 定 の 適 用 が あ る 場

合 に は 、 そ の 適 用 後 の 金 額 ） 、 同 法

附 則 第 35条 の 4第 4項 に 規 定 す る 先 物

取 引 に 係 る 雑 所 得 等 の 金 額 （ 同 法 附

則 第 35条 の 4の 2第 7項 の 規 定 の 適 用 が

あ る 場 合 に は 、 そ の 適 用 後 の 金

額 ） 、 外 国 居 住 者 等 の 所 得 に 対 す る

相 互 主 義 に よ る 所 得 税 等 の 非 課 税 等

に 関 す る 法 律 第 8条 第 2項 に 規 定 す る

特 例 適 用 利 子 等 の 額 、 同 法 第 8条 第 4

項 に 規 定 す る 特 例 適 用 配 当 等 の 額 、

租 税 条 約 等 実 施 特 例 法 第 3条 の 2の 2第

10項 に 規 定 す る 条 約 適 用 利 子 等 の 額

及 び 同 条 第 12項 に 規 定 す る 条 約 適 用

配 当 等 の 額 を い う 。 以 下 こ の 項 に お

い て 同 じ 。 ） の 算 定 に つ い て も 同 様

と す る 。 以 下 同 じ 。 ） 及 び 山 林 所 得

金 額 並 び に 他 の 所 得 と 区 分 し て 計 算

さ れ る 所 得 の 金 額 の 合 計 額 が 、 地 方

税 法 第 314条 の 2第 2項 第 1号 に 定 め る

金 額 （ 世 帯 主 並 び に 当 該 世 帯 主 の 世

帯 に 属 す る 被 保 険 者 及 び 特 定 同 一 世

帯 所 属 者 （ 次 号 及 び 第 3号 並 び に 第 5

項 に お い て 「 世 帯 主 等 」 と い う 。 ）

の う ち 給 与 所 得 を 有 す る 者 （ 前 年 中

に 同 条 第 1項 に 規 定 す る 総 所 得 金 額 に

係 る 所 得 税 法 第 28条 第 1項 に 規 定 す る

給 与 所 得 に つ い て 同 条 第 3項 に 規 定 す

る 給 与 所 得 控 除 額 の 控 除 を 受 け た 者

（ 同 条 第 1項 に 規 定 す る 給 与 等 の 収 入

金 額 が 55万 円 を 超 え る 者 に 限 る 。 ）

を い う 。 以 下 こ の 号 に お い て 同

じ 。 ） の 数 及 び 公 的 年 金 等 に 係 る 所

得 を 有 す る 者 （ 前 年 中 に 地 方 税 法 第

314条 の 2第 1項 に 規 定 す る 総 所 得 金 額

に 係 る 所 得 税 法 第 35条 第 3項 に 規 定 す
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る 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得 に つ い て 同

条 第 4項 に 規 定 す る 公 的 年 金 等 控 除 額

の 控 除 を 受 け た 者 （ 年 齢 65歳 未 満 の

者 に あ っ て は 当 該 公 的 年 金 等 の 収 入

金 額 が 60万 円 を 超 え る 者 に 限 り 、 年

齢 65歳 以 上 の 者 に あ っ て は 当 該 公 的

年 金 等 の 収 入 金 額 が 110万 円 を 超 え る

者 に 限 る 。 ） を い い 、 給 与 所 得 を 有

す る 者 を 除 く 。 ） の 数 の 合 計 数 （ 次

号 及 び 第 3 号 並 び に 第 5 項 に お い て

「 給 与 所 得 者 等 の 数 」 と い う 。 ） が 2

以 上 の 場 合 に あ っ て は 、 地 方 税 法 第

314条 の 2第 2項 第 1号 に 定 め る 金 額 に

当 該 給 与 所 得 者 等 の 数 か ら 1を 減 じ た

数 に 10万 円 を 乗 じ て 得 た 金 額 を 加 え

た 金 額 ） を 超 え な い 世 帯 に 係 る 保 険

料の 納 付義 務 者  

る 公 的 年 金 等 に 係 る 所 得 に つ い て 同

条 第 4項 に 規 定 す る 公 的 年 金 等 控 除 額

の 控 除 を 受 け た 者 （ 年 齢 65歳 未 満 の

者 に あ っ て は 当 該 公 的 年 金 等 の 収 入

金 額 が 60万 円 を 超 え る 者 に 限 り 、 年

齢 65歳 以 上 の 者 に あ っ て は 当 該 公 的

年 金 等 の 収 入 金 額 が 110万 円 を 超 え る

者 に 限 る 。 ） を い い 、 給 与 所 得 を 有

す る 者 を 除 く 。 ） の 数 の 合 計 数 （ 次

号 及 び 第 3 号 並 び に 第 5 項 に お い て

「 給 与 所 得 者 等 の 数 」 と い う 。 ） が 2

以 上 の 場 合 に あ っ て は 、 地 方 税 法 第

314条 の 2第 2項 第 1号 に 定 め る 金 額 に

当 該 給 与 所 得 者 等 の 数 か ら 1を 減 じ た

数 に 10万 円 を 乗 じ て 得 た 金 額 を 加 え

た 金 額 ） を 超 え な い 世 帯 に 係 る 保 険

料の 納 付義 務 者  

ア に 掲 げ る 額 に 当 該 世 帯 に 属 す る

被 保 険 者 の う ち 当 該 年 度 分 の 基 礎 賦

課 額 の 被 保 険 者 均 等 割 額 の 算 定 の 対

象 と さ れ る も の の 数 を 乗 じ て 得 た 額

とイ に 掲げ る 額と を 合算 し た額  

ア に 掲 げ る 額 に 当 該 世 帯 に 属 す る

被 保 険 者 の う ち 当 該 年 度 分 の 基 礎 賦

課 額 の 被 保 険 者 均 等 割 額 の 算 定 の 対

象 と さ れ る も の の 数 を 乗 じ て 得 た 額

とイ に 掲げ る 額と を 合算 し た額  

ア・ イ  （ 略 ）  ア・ イ  （ 略 ）  

(2)・ (3) （ 略）  (2)・ (3) （ 略）  

2～ 6 （略 ）  2～ 6 （略 ）  

附  則  

この 条 例は 、 令和 8年 11月 10日か ら 施行 す る。  


